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期
　
日

平
成
24
年
８
月
１
日（
水
）

会
　
場

全
国
連
合
退
職
校
長
会
　

事
務
局
　
会
議
室

出
席
者

戸
張
　
敦
雄
　
会
長

北
海
道
　
　
　
西
　
　
　
寛
副
会
長

東
　
北
　
　
　
杉
山
　
紘
二
副
会
長

関
東
甲
信
越
　
岩
佐
　
喜
一
副
会
長

東
　
京
　
　
　
片
岡
　
敦
子
副
会
長

東
海
北
陸
　
　
大
竹
　
武
士
副
会
長

近
　
畿
　
　
　
西
川
　
芳
徳
副
会
長

（
欠
席
）

中
　
国
　
　
　
徳
永
　
耕
一
副
会
長

四
　
国
　
　
　
上
甲
　
一
光
副
会
長

九
　
州
　
　
　
冨
永
　
憲
市
副
会
長

他
に
本
部
長
・
各
委
員
長
、
事
務

局
長
及
び
事
務
局
職
員
、
計
21
名
が

出
席
。

◇
会
議
の
大
要

司
会
　
総
務
部
長
　
入
子
　
祐
三

一
、
開
会
の
こ
と
ば

副
会
長
　
西
　
　
　
寛

二
、
戸
張
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

本
会
は
、
設
立
以
来
50
年
近
く
が

経
過
し
た
今
日
、
か
つ
て
は
財
政
状

況
等
が
右
肩
上
が
り
で
し
た
が
、
近

年
、
少
子
化
・
学
校
の
統
廃
合
・
校

長
数
の
減
少
等
で
、
か
げ
り
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
財
務
状
況
を

勘
案
し
て
本
部
の
組
織
・
機
能
を
改

め
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
部
の
中
に

「
財
務
状
況
健
全
化
検
討
会
議
」「
会

務
運
営
検
討
会
議
」「
組
織
対
策
検

討
会
議
」
を
設
け
て
鋭
意
検
討
を
進

め
、
平
成
25
年
に
臨
む
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

本
年
は
、
副
会
長
の
異
動
が
あ
り

９
名
の
う
ち
３
名
の
方
が
新
た
に
就

任
さ
れ
、
更
な
る
新
風
を
吹
き
込
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
、
ご
期
待
申
し

あ
げ
る
次
第
で
す
。

三
、
報
告

１
　
総
会
・
常
任
理
事
会
の
報
告

総
務
部
長
　
入
子
祐
三

（
略
）

２
　
各
部
・
各
委
員
の
事
業
の
進
捗

状
況

●

理
事
会
・
総
会
の
準
備
・
運
営

●

中
央
省
庁
へ
の
要
望
書
提
出

●

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長

と
の
懇
談
会
の
企
画

●

現
職
幼
・
小
・
中
・
高
・
特
別
支

援
校
園
長
と
の
連
絡
懇
談
会
実
施

●

「
教
育
の
日
」
の
制
定
推
進
及
び

事
業
の
充
実
に
寄
与
す
る
。

●

地
域
社
会
の
教
育
上
の
役
割
と
責

任
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

●

過
去
の
師
範
教
育
と
の
比
較
の
上

で
教
員
養
成
の
在
り
方
を
研
究
。

●

「
教
育
憲
章
」
の
趣
旨
の
徹
底
・

普
及
を
図
る
。

●

年
金
・
医
療
・
介
護
等
に
関
す
る

要
望
活
動

●

平
成
25
年
度
に
米
寿
・
上
寿
を
迎

え
る
会
員
の
調
査

●

平
成
23
年
度
春
秋
叙
勲
受
章
者
の

調
査

●

年
間
４
回
（
184
号
・
185
号
・
186
号
・

187
号
）
発
行
す
る
。

●

１
月
発
行
（
186
号
）の
会
報
は
、
新

会
員
勧
誘
支
援
用
と
し
て
希
望
す

る
都
道
府
県
に
増
配
す
る
。

●

諸
事
業
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
会
務
の
適
切
な
執
行
・
運
用
に

努
め
る
。

●

組
織
を
支
え
会
務
の
円
滑
な
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
、「
財
務
状

況
健
全
化
検
討
会
議
」
を
開
催
し

今
後
の
対
応
策
を
具
体
的
に
検
討
。

●

会
員
の
組
織
的
な
活
動
情
報
収
集
。

●

特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
る
県
の

選
定
。

●

中
央
教
育
審
議
の
各
部
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
課
題
を
中
心
に
研
究

し
、
要
望
や
教
育
振
興
に
寄
与
す

教
育
課
題
委
員
会

生
涯
学
習
委
員
会

会
　
計
　
部

会
　
報
　
部

福
利
厚
生
部

教
育
振
興
部

総
　
務
　
部
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べ
く
活
動
を
展
開
（
高
等
教
育
・

幼
小
・
小
中
・
中
高
の
連
携
）

●

第
５
回
出
版
図
書
の
講
読
状
況
の

分
析
、
編
集
企
画
の
反
省
と
考
察
。

●

第
６
回
出
版
は
、
平
成
26
年
12
月

を
目
安
と
し
、
出
版
意
図
と
し
て

「
地
域
の
伝
統
・
文
化
等
の
特
色

を
生
か
し
た
創
意
あ
る
教
育
活
動

の
事
例
」
な
ど
の
視
点
を
考
え
て

い
る
。

３
　
各
省
庁
へ
の
要
望
書

●

内
容
の
詳
細
は
、
本
誌
Ｐ
２
〜
３

参
照
。

四
　
各
地
区
の
現
状
と
課
題

①
北
海
道
地
区

会
長
　
西
　
　
寛

●

新
会
員
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

支
部
代
表
者
会
で
各
支
部
の
取
り

組
み
を
交
流
し
、
参
考
に
な
る
こ

と
は
お
互
い
参
考
に
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

●

「
会
務
運
営
検
討
委
員
会
」
が
答

申
し
て
２
年
目
に
入
り
、
会
議
が

減
っ
た
り
経
費
節
減
等
に
よ
る
歪

み
が
出
て
き
た
り
不
手
際
が
あ

り
、
難
し
い
問
題
も
あ
る
。
答
申

を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
る
。

②
東
北
地
区

会
長
　
杉
山
紘
二

●

今
な
お
被
災
し
た
会
員
の
状
況
把

握
が
つ
か
め
て
い
な
い
。
郵
便
物

を
送
っ
て
も
戻
っ
て
く
る
現
状
。

●

全
連
退
の
会
費
免
除
に
感
謝
。
本

年
も
お
願
い
し
た
い
。
予
算
規
模

の
縮
小
・
圧
縮
、
事
業
計
画
を
見

直
し
て
い
る
が
、
何
と
か
元
に
戻

す
工
夫
を
検
討
し
て
い
る
。

●

新
入
会
員
と
の
懇
談
等
を
通
し
て

生
活
の
様
子
や
退
職
校
長
会
の
存

在
等
を
話
し
合
う
予
定
で
あ
る
。

③
関
東
甲
信
越
地
区

会
長
　
岩
佐
喜
一

●

各
県
と
も
新
会
員
の
加
入
率
が
低

下
、
退
会
者
が
出
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
組
織
の
強
化
、
現
職

校
長
会
と
の
教
育
懇
談
会
等
を
実

施
す
る
県
が
多
い
。
幸
い
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
各
県
と
も
そ
の
活
用

を
図
る
よ
う
地
区
と
し
て
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

④
東
京
地
区
　

会
長
　
片
岡
敦
子

●

地
教
委
の
研
修
会
へ
の
支
援
を
本

年
度
か
ら
始
め
て
い
る
。
某
区
で

新
任
教
諭
が
60
名
い
る
が
、
そ
の

新
任
者
の
２
年
次
研
修
会
を
都
退

職
校
長
会
が
受
け
持
っ
て
実
施
。

⑤
東
海
北
陸
地
区

会
長
　
大
竹
武
士

●

現
職
校
長
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

在
り
方
や
教
育
現
場
へ
の
支
援
の

在
り
方
の
工
夫
を
検
討
し
て
い
る
。

●

地
区
協
議
会
の
中
で
、
各
県
の
長

所
を
受
け
取
り
、
自
分
の
県
の
退

職
校
長
会
の
資
料
に
し
て
中
身
を

膨
ら
ま
せ
て
い
き
た
い
。

⑥
中
国
地
区
　

会
長
　
徳
永
耕
一

●

新
入
会
員
の
減
少
傾
向
と
し
て
、

絶
対
数
の
減
少
と
い
う
こ
と
が
、

各
県
と
も
同
様
の
傾
向
。
小
・
中

一
貫
校
が
か
な
り
開
校
し
、
校
長

の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

●

退
職
後
嘱
託
職
員
と
し
て
、
か
な

り
常
勤
勤
務
を
し
て
い
る
。
役
員

の
な
り
手
が
少
な
い
。
旅
行
・
囲

碁
大
会
な
ど
を
計
画
し
て
も
、
集

ま
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
。

⑦
四
国
地
区
　

会
長
　
上
甲
一
光

●

年
に
１
回
、
四
国
４
県
の
役
員
が

一
堂
に
会
し
、
時
宣
に
応
じ
た
議

題
を
設
定
し
た
り
、
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
懇
親
会
等

も
催
し
て
い
る
。

●

四
国
地
区
の
流
れ
の
一
環
と
し
て

地
区
の
会
報
を
作
ろ
う
と
い
う
提

案
が
あ
り
、
そ
の
第
１
号
が
発
行

さ
れ
た
。
発
行
を
２
年
に
１
回
に

す
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

⑧
九
州
地
区
　

会
長
　
冨
永
憲
市

●

「
九
州
は
一
つ
」
の
認
識
に
立
ち

沖
縄
県
か
ら
「
九
州
地
区
退
職
校

長
会
綱
領
」
を
作
ろ
う
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
。
本
年
５
月
の
宮
崎

大
会
の
会
長
部
会
で
「
綱
領
は
必

要
で
あ
る
」
と
い
う
結
論
に
達
し
、

各
県
、
Ａ
・
Ｂ
案
を
持
ち
帰
っ
て

検
討
し
、
10
月
末
に
九
州
地
区
会

長
へ
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
25
年
の
大
分
大
会
で
決

定
す
る
計
画
で
あ
る
。

五
、
閉
会
の
こ
と
ば

副
会
長
　
杉
山
紘
二

事
業
委
員
会




